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Fig．8　Progression　of　Yield　Regions（SSSS）．
非線形性が卓越した挙動を示し，板厚が厚い場合では，
材料非線形性が卓越した挙動を示している。
　Fig．7は，降伏開始後の代表的な荷重段階での，
ア＝δ／2上の曲げモーメント1協，面内三二，および
たわみ〃の分布を示したものである。同図より面内
力1W，たわみωは荷重の増加とともに増加している
のに対し，曲げモーメント醜は塑性化とともに減少
してゆく。
　Fig．8は，代表的な荷重段階での板の上面，下面の
塑性域進行図および板中央断面での塑性域進行図を示
したものである。塑性域はまず隅角点から拡がり，つ
づいて，面内力が作用するため引張側となる中央点下
面からも拡がり，対角線上に進行してゆく。しかしな
がら，圧縮側となる中央点上面の塑性化はかなり遅く
なる。有限変形を無視した場合は，かなり塑性化が進
んだ段階でも境界辺の中央部に弾性域が残存するが，
有限変形を考慮した場合は，面内力によってこの部分
が次第に塑性化する。
　これらの結果は，岡村，吉田3）および馬場，梶田，
成岡4）による数値解と同様の傾向を示している。
　（3）対辺単純支持他対辺固定（SCSC）正方形板
　さらに，対辺単純支持他対辺固定板に等分布荷重が
満載される場合の複合非線形解析を行った。
　Fig．9は，三種類の板厚の中央点でのたわみに関す
る荷重～変位曲線であり，有限変形を無視した場合の
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　Fig．9　Load－Deflection　Curves（SCSC）．
解析解も示してある。板厚が薄い場合では，幾何学的
非線形性が卓越した挙動を示し，板厚が厚い場合では，
材料非線形性が卓越した挙動を示している。
　Fig．10は，降伏開始後の代表的な荷重段階での，
ッ＝δ／2およびκ＝α／2上の曲げモーメソトル働，面内
力翫，およびたわみωの分布を示したものである。
同図より面内力翫，たわみωは荷重の増加とともに
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増加しているのに対し，曲げモーメント擁は塑性化
とともに減少してゆく。
　Fig．11は，代表的な荷重段階での板の上面，下面の
塑性域進行図および板中央断面での塑性域進行図を示
したものである。塑性域はまず固定辺の中央部から拡
がり，つづいて，面内力が作用するため引張側となる
中央点下面からも拡がり，対角線上に進行してゆく。
しかしながら，圧縮側となる中央点上面の塑性化はか
なり遅くなる。
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6．結　語
　本論文は，有限変形を考慮した矩形板の，初期降伏
後の弾塑性挙動を解析するための一離散化数値解法に
ついて述べたものである。有限変形を考慮した矩形板
の変位一ひずみ関係，および弾塑性応力状態にある矩
形板の応カーひずみ関係により，矩形板の非線形挙動
を支配する増分形の基礎微分方程式を導き，その基礎
方程式に基づく直接的でかつ半解析的な矩形板の非線
形問題の一解析法を提示した5本解析によると，矩形
板の複合非線形問題を一般的にかつ比較的容易に解析
することができる。
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Fig．10　Typical　Bending　Moment，　Membrane　Force
　　　　and　Deflection　Diagrams（SCSC）．
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Fig．11　Progression　of　Yield　Regions（SCSC）．
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